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に,TAEが27例に施行された.50才台の男が最も多く,

初発症状では,腹痛29,吐血 6,腹腔内出血 4,検診が

13例などで した.肝機能 (lCG等)の良好例の予後は

かえって不良例よりも悪く (癌の大きさと ICG 値は逆

相関した),慎重に経過観察されている肝硬変症 患者

と,それ以外の差は明瞭で,胃癌なみの検診体制の確立

の必要性が痛感された.予後 と相関のあった項 目は,

GOT,LDH,r-GPT,検診例 ChE,Child分類.

リンパ球数 ,癌の大きさ,門脈塞栓,TAEの有る無

し,吐血例などで,肝硬変の有る無し,血小板,GPT,

へパ トプラスチンテス ト,GPT,AFPなどは予後との

関係はありませんでした.切除例で最長8年,TAEで

最長 3年の生存例があります.腹腔内出血例 4例のうち

2例は生存中です.治療法も併せ持つ血管造影が,診断

では最も重要でした.

10.急性肺炎様の経過を呈 した若年肺癌の 1例
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症例は28才の男性.主訴は,下腹部膨満感,腰痛,下痢

であった.現病歴は,昭和61年 1月中旬より急性肺炎様

の腹痛が出現し,下旬から下腹部膨満感,2月末より腰

痛が加わって釆たため当科受診し,主挿管の拡張と牌尾

部の嚢胞を指摘され当科入院となった.入院時身体所見

で左側腹部圧痛がみられ,検査所兄上,牌 酵素と陸 揚

マーカーの著明な上昇を認めた.画像所見にて,勝のび

漫性の肥厚,主肺管の閉塞とその末梢の拡張,門脈の閉

塞と側副血行路の形成がみられたが,明らかな腫癖は指

摘されなかった.急性肺炎として治療 し,一時腫療マ-

カーは低下したが,その後嚢胞が増大 し腫虜マーカーも

上昇したため外科治療を行なった.手術所見では陣頭郡

から休部に高分化型腺癌とその肝転移を認め,姑息的に

嚢胞減圧術と胆道 ドレナージを施行 した.本例は,年令,

臨床経過などから,術前,診断確定が困難であり,疫学

的に比較的まれな症例と思われ報告した.

ll.巨大な腫癖 を形成 し治癒切除可能であ った

勝頭部癌の 1例
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症例は55歳男性で本年 5月22日腹部腫癌を主訴とし

て来院した.自覚症状はなく右上腹部に表面平滑,弾性

硬の手拳大の瞳癌を触知した.入院時検査では CEAが

19ng/mlと高値を示した他,異常所見は認めなかった.

腹部超音波検査および CT検査にて肝下面に接 した径

11cm の瞳膚を認めた.上腹部消化管造影では胃前庭部

の後下方よりの圧排と十二指腸窓の著明な関大を認め勝

東部由来の腫壕が疑われた.超選択的腹腔動脈造影では

腫壕血管の増生と濃染像を認め,揮外瞳癖形成型の肺癌

と診断し,横行結腸切除を伴う牌頑十二指腸切除にて巨

大な陣痛を摘出し得た. 腰湯は9×9×6.5cm で 総

重量は 1050gr,割面は黄白色充実性で一部に壊死,出

血巣を認め病理診断にて非機能性島細胞癌であった.リ

ンパ節転移は認めなかった.牌外腫癌形成型の巨大な勝

癌の切除例は最近 5年間の国内の報告では僅か数例であ

り,非機能性島細胞癌の切除例はなく,本症例は極めて

希な 1例と考えられた.

12.転移性肺癌の 2症例
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症例 1.64才女性.41才時に腎細胞癌にて左腎摘除 ･

放射線照射.5年来の胃部不快感にて受診.諸検査にて

血管性に富む勝瞳癌を指摘.試験開腹施行,勝体尾部及

近傍 リンパ節に一塊となった硬腫癌を認め,組織生検に

より腎細胞癌と診断.腎摘出後約23年を経て陣後腹膜転

移として再発を指摘された腎細胞癌の一例と考えられた.

症例 2.66才男性.約 3ケ月前よりの咳嚇 ･疾 ･全身

倦怠 ･リンパ節腫大にて受診.リンパ節生検より腺癌が

得られたが TBLBにては扇平上皮癌の診断,放射線照

射等施行する_も死亡.剖検にて肺 ･胃 ･障 ･肝に小細胞

癌 ･肺に扇平上皮癌,胃に腺癌と,同時に発見された

triplecancerの一例であった.

13.当院で経験 された胆嚢腺筋症
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当院で経験された胆嚢腺筋症10例及び術前に腺筋症と

診断された胆嚢癌 2例につき検討した.腺筋症の手術時

年齢は35歳から73歳までで平均53.4歳であり,男女比は

1:1であった.また10例中9例が胆石を合併していた.

segmentaltype7例,rundictype2例,di恥 setype


